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顕

昭

略

年

譜

川

上

新

一

郎

本
稿
は
顕
昭

の
略
年
譜

で
あ
る
。

顕
昭
の
生
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
大
治
五
年

(
一
=
二
〇
)
生
れ
と
仮
定

し
て
作
成
し
た
。

本
稿
の
作
成

に
当

っ
て
は
先
学

の
著
書

・
論
文

に
よ

っ
た
所
が
多

い
。
厚

く
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
紙
幅

の
都
合
上
、
考
証

は
そ
れ
ら

に
譲

っ
て

簡

略
と

し
た
他
、
不
確

定
な
事
蹟
や
、
年
代
推
定
に
大
き
な
幅

の
あ
る
も

の
は
省
略

し
た
。

参

照
し
た
著
書

・
論
文
の
う

ち
主
な
も
の
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

そ
の

考
証

に
よ

っ
た
事
項

に
は
…
…
氏
説
と
注
記
し
た
。
但

し
、 

『
平
安
朝
歌

合
大
成
』

に
つ
い
て
は

『
大
成
』
と
し
、
歌
合
番
号
を
付

し
た
。
ま
た
、

勅
撰
集
、
私
撰
集
は

『
新
編
国
歌
大
観
』
番
号
、
私
家
集
は

『
私
家
集
大

成
』
番
号

に
よ

っ
て
示
し
た
。

久
曽
神
昇
氏

『
顕
昭

・
寂
蓮
』

(昭

17
刊
)

久
曽
神
昇
氏

『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻

二
、

 
刊
)

萩
谷
朴
氏

『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
七
、
八

四
、

五
解

題

(昭

33
、

55

、

56

(昭

38
、

40
刊

)

井
上
宗
雄
氏

『
平
安
後
期
歌
人
伝

の
研
究
』
(
昭
53
刊
)

橋
本
進
吉
氏

「
法
橋
顕
昭

の
著
書
と
守
覚
法
親
王
」
(
「
史
学
雑
誌
」
大
9

・

 

3
、
著
作
集
第
十
二
冊

『
伝
記

・
典
籍
研
究
』
昭
47
刊
所
収
)

西
沢
誠
人
氏

「
顕
昭
孜
・ー

仁
和
寺

入
寺
を
め
ぐ

っ
て
ー

」
(
「
和
歌
文
学

 
研
究
」
銘
昭
47

・
6
)

西
村
加
代
子
氏

「
仁
和
寺
和
歌
圏
と
顕
昭
-

覚
性
法
親

王
時
代

に
お
け

る

 
i

」
(
神
戸
大

学

『
国
文
論
叢
』

9
昭
57

・
3
)

西
村
加
代
子
氏

「
仁
和
寺
移
住
前
後

の
顕
昭
」
(
「神

戸
学
院
女

子
短
期
大
学

 
紀
要
」

15
昭
57

・
3
)

大
治
五
年

(
=

三
〇
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
歳

是
歳
 
顕
昭
生
れ
る
か

(久
曽
神
氏
説
)。 
父
母
と
も
に
未
詳
。
後
、
藤
原
顕

 
輔
の
猶
子
と
な
る
。

永
治
元
年

(
一
一
四
一
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
二
歳

こ
の
こ
ろ
 
初
め
て
和
歌
を
詠
む

(『顕
昭
陳
状
』
賊
)。

天
養
元
年

(
=

四
四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
五
歳

一39一



七
月

一
日
よ
り
久
安
二
年

(
一
一
四
六
)

十

一
月
廿

二
日

に
か
け
、
叡
山
東
塔

 
西
谷
寂
静
房
等
に
て

『
倶
舎
論
』

を
書
写
校
合
す

る
か
(
『
平
安
遺
文
』
題
蹟

 
編

、
七
〇
四
、

一
六
四

五
1

一
六
四
六
、

一
六
八
五
ー

輔
六
八
六
、

一
七
五

 
 
(
1
)

 
八
号
)
。

久
安

五
年

(
二

四
九
)
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
二
〇
歳

七
月
 
山
路
歌
合
に
出
詠
す
る
。

判
者
、

藤
原
顕
輔

(
『
夫
木

抄
』
巻

一
八
、

 
七

一
四
七
、
『大
成
』

三
四
五
)
。

仁
平
元
年

(
一
一
五

一
)
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

二
二
歳

是
歳

 
父
顕
輔
、 

『
詞
花
集
』
を
撰
進
。

顕
昭
、
若
年

の
上
、
比
叡
山

に
あ

っ

 
た
た
め
、
撰
集

に
か
か
わ
ら
ず

、
入
集
も
な
し

(『
詞
華
集
注
』
)
Q

久
寿

元
年

(
一
一
五
四
)
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
二
五
歳

正
月
十
九
日
 

源
俊
頼
家
自
筆
本
に
よ
り

『
散
木
奇
歌
集
』
を
書
写
校
合
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2
)

 
(書
陵
部
本

『散
木
奇
歌
集
』

H

『
私
家
集
大
成
』
本

奥
書
)
。

五
月
 
母
死
す
。
出
自
、
年

齢
未
詳

(『
続
詞
花
集
』
巻
九
、
四

一
九
、
『今
撰

 
集
』
雑
、 
一
八
六
)
O

久
寿

二
年

(
一
一
五
五
)
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
二
六
歳

五
月
七
日

父
顕
輔
麗
ず
、
六
六
歳
。
顕
昭
悲
嘆

の
歌
を

詠

ず

(『
今
撰
集
』

 
雑
、

一
八
六
)
。

永
暦

元
年

(
一
一
六
〇
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

三

一
歳

七
月
 
太
皇
太
后
宮
大
進
清
輔
朝
臣
家
歌
合

に
出
詠
す
る
。
撰

歌

合

か
。

判

 
者
、
源
通
能
、

二
条
天
皇

(
歌
合
証
本
、
『
大
成
』

三
五

二
)
。
(
追
記

1
)

永
万
元
年

(
一
一
六
五
) 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

三
六
歳

七
月
廿
八
日
 

二
条
院
崩
。
ま
も
な
く

『
続
詞
花
集
』
成
る
か

(井
上
氏
説
)
。

 
三
首

入
集
。

是
歳
 
『
今
撰
集
』
を
撰
ぶ
か

(久
曽
神
、
井
上
氏
説
)
。
自
歌
を

一
〇
首

(
一

 

四
二
を
含
む
)
撰

入
。

仁
安
元
年

(
=

六
六
)
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

三
七
歳

是
歳
 
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
和
歌
合

に
出
詠
す
る
。
判
者
、
藤
原
顕
広

(
歌
合

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3
)

 
証
本
、
『
大
成
』
三
六

一
)
。
(
追
記
2
)

仁
安

二
年

(
二

六
七
)
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三
八
歳

正
月
光

日

源
頼
政
の
叙
従

四
位
下

に
際
し
、
慶
び

の
歌
を
贈
答

す

る

(『
源

 

三
位
頼
政
集
』
六
〇

三
ー

四
)
。

二
月
 
清
輔
朝
臣
家
歌
合

に
出
詠
す

る
。
衆
議
判

(『
夫
木
抄
』
巻
三
十
四
、
一

 

六
〇
九
〇
、
『大

成
』

三
六
三
)
。

八
月
 
太
皇
太
后
宮
亮
平
経
盛
朝
臣
家
歌
合
に
出
詠
す
る
。
判
者

、
藤
原
清
輔

 

(
歌
合
証
本
、
『
大
成
』
三
六
五
)
Q

仁
安
年
間
 
藤
原
清
輔

、
経
平

(伝
未
詳
)
と
共
に

『
和
歌
現
在
書
目
録
』
を

 

編
す
。
真
名
序
は
七
月
、
仮
名
序

は
十
月
と

記

す

(太
田
晶

二
郎
氏

「
「桑

 

華
書
志
」
所
載

「古

蹟
歌
書
目
録
」
」
日
本
学
士
院
紀
要
12

の
3
昭
29

・
11
、

 
井
上
氏
説
)
。
顕
昭
撰

と
し
て

『
今
撰
集
』
『桑
門
集
』
を
登
載
す
る
。

嘉
応

元
年

(
一
一
六
九
)
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

四
〇

歳

正
月
七
日
 
藤
原
重
家

と
贈
答
す

る

(
『
太
宰
大
弐
重
家
集
』
四

一
一
)
。

是

歳
 
頼
輔
家
歌
合

に
出
詠
す

る

(『
千
載
集
』
巻
十

一
、
六
六
七
、
『
大
成
』

 
 

(4
)

 

三
七

四
)
。

是

歳
 
成
範
卿
家
歌
合
に
出
詠
す

る
。
判
者
、
藤
原
俊
成

(
『
夫
木

抄
』
巻
四
、

 

一
二
二
〇
、
『大
成
』

三
七
七
)
。

嘉
応

二
年

(
=

七
〇
)
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四

一
歳

五
月
廿
九
日
 
実

国
家

歌
合

に
出
詠
す
る
。
判
者
、
藤
原
清
輔

(
歌
合
証

本
、

 
『
大
成
』
三
七
八
)
。

是
歳
か
 
俊

成
卿
家
十
首
会
に
出
詠
す
る

(
『
玄
玉
集
』
巻

四
、 
三
六
七
、

安

一40一



`

 
井
久
善
氏

「
「
俊
成
卿
家

十
首
会
」

を
め
ぐ

っ
て
」
語
文
25

昭
41

・
12
、

松

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5
)

 
野
陽

一
氏

『
藤
原
俊
成
の
研
究

』
昭
娼
刊
、
六
九
八
頁
)
。

承
安
元
年

(
=

七

一
)
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

四
二
歳

八
月
十
三
日
 
全
玄

法
印
房
歌
合

に
出
詠
す
る
。
判
者
、
藤
原
清
輔

(『
高
良

玉

 
垂
宮
神
秘
書
紙
背
』
、
『
夫
木
抄
』
巻
四
、

一
=

九
、
『
大
成
』

三
八
五
)
。

是
歳
 
経
盛
卿
家
歌
合

に
出
詠
す

る

(
『
月
詣
集
』
巻

一
、

二
四
、
『
大
成
』
三

 
 
(6
)

 
八
三
)
。

承
安

二
年

(
唱
噌
七
二
)
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四
三
歳

三
月
十
九
日
 
藤
原
清
輔

の
白
河
尚
歯
会
に
出
席
し
、
垣
下
和
歌
を
詠
む
(『
暮

 
春
白
河
尚
歯
会
和
歌
』
、
『
群
書
類
従
』
巻

五
三
〇
所
収
)
。

閏
十

二
月
 
東
山
歌
合

に
出
詠
す
る
。
判
者
、
藤
原
清
輔

(『
月
詣
集
』
巻

二
、

 
九
九
、
『夫
木
抄
』
巻
八
、

二
八
四
九
、
『
大
成
』
三
八
八
)
。

是
歳
 
公
通
家
十
首

に
出
詠
す
る

(
『
万
代
集
』
巻
十
四
、
 

二
八

一
〇
、 
『
大

 
成
』

別

二
六
、
松
野
陽

一
氏

「
「
公
通
家
十
首
」
を
め
ぐ

っ
て
」
和
歌

文

学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7
)

 
研
究
39
昭
53

・
9
掲
載
例
会
発
表
要
旨
)
。

安
元
元
年

(
一
一
七
五
)
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

四
六
歳

三
月
 
重
家
卿
家
歌
合
に
出
詠
す
る

(『
夫
木
抄
』
巻
十

一
、
四

二
七
七
、
『
大

 
成
』

三
九

六
)
。

安
元

二
年

(
一
一
七
六
)
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

四
七
歳

四
月
廿

日
 
河
原
院
歌
合
を
主
催
。
判
者
、
藤
原
清
輔

(
『
実
隆
公
記
』
別
記
、

 
文
明
十

五
年
八
月
廿

二
日
条
、
『
大
成
』
四
〇
五
)
。

十
月
計

日
 
再
び
河
原
院
歌
合

を
主
催
。
判
者
、
俊
恵

(
『
実
隆
公
記
』
別
記
、

 
文
明
十
五
年
八
月
廿
二
日
条
、
『
大
成
』
四
〇
六
)
。

治
承
元
年

(
=

七
七
)
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

四
八
歳

六
月
廿

日
 
兄
藤
原
清
輔
卒
、

七
四
歳

(『
玉
葉
』
『
愚
昧
記
』
『
顕
広
王
記
』
)
。

治
承

二
年

(
一
一
七
八
)
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四
九
歳

三
月
十
五
日
 
権
禰
宜
賀
茂
重
保
別
雷
社

歌
合

に
出
詠
す
る
。
 
判
老
、
 
釈
阿

 

(
歌
合
証
本

、
『
大
成
』
四

一
〇
)
。

八
月
 
或
所
歌
合

の
判
者
を

つ
と
め
る

(歌
合
証
本
、
『
大
成
』
四

二
二
)
。

是
歳

か
 

日
吉
社
恋
五
首
歌
合
に
出
詠
す

る
。
判
者

、
釈
阿
か

(
『
夫
木
抄
』
巻

 

三
十

四
、
 
一
六
〇
〇
九
、
『大
成
』
四

一
九
、
松

野
氏
前
掲
書

四

二
五
頁
)
。

こ
の
こ
ろ
 
治
承
三
十
六
人
歌
合
成

る
か

(
谷
山
茂
氏

『
蘇
中
世
歌
合
集
』
上
解

 
題

昭
34
刊

11
著
作
集
四
昭
58
刊
所
収
、
井
上
氏
説
)
。
顕
昭
は
十
五
番

右
。

治
承

三
年

(
一
一
七
九
)
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

五
〇
歳

十
月
十
八
日

右

大
臣
家
歌
合

に
出
詠
す
る
。
判
者
、

釈
阿

(
歌

合

証

本
、

 
『
大
成
』
四

二
六
)
。

治
承
四
年

(
一
一
八
〇
)
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
五

一
歳

六
月

二
日
 
福
原
遷
都
。

こ
れ

に
際
し
、
平
経
盛
と
贈
答

す

る

(
『経

盛
卿
家

 
集
』
 
一 
嚇
五
-

山ハ
)
Q

十

二
月
廿

一
日
 

入
道
藤
原
重
家
亮
。
五
三
歳

(
『
山
塊
記
』
『
公
卿
補
任
』
)
。

寿
永
元
年

(
一
一
八
二
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

五

三
歳

十

一
月
 
『
月
詣

集
』
成

る
。
現
存
部
分

に

一
六
首
入
集
す

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(8
)

是
歳
 
俊
恵

七
十
賀

に
出
席
し
、
詠
歌

す
る

(
『
月
詣

集
』
巻

一
、

五
二
)
。

こ
の
こ
ろ
ま
で
に

『
万
葉
時
代
之
勘

文
』

(散
侠
)
『
万
葉
集
時
代
難
事
』
 
『
古

 
今
秘
注
抄
』
成

る
か

(
久
曽
神

氏
説
)
。
 

ま
た
仁
和
寺

に
移
住
す
る

か

(
久

 
曽
神
氏
説
)
。

元
暦
ま

で
下
る
と
す
る
説
あ
り

(
西
沢
氏
説
)
。

寿
永

二
年

(
一
一
八
三
)
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
五
四
歳

五
月
八
日
 
『拾
遺
抄
注
』
成
り
、
守
覚

法
親
王

に
進

ら
す

(
奥
書
)
。

七
月
 
『後

拾
遺

抄
注
』
(
於
勝
功
徳
院
)
成

り
、
守
覚
法
親

王
に
進
ら
す

(
奥

 
書
)
。

一41一



八
月
二
日
 
紫
金
台
寺

に
て

『
俊
頼
無
名
抄
』
を
書
写
す

る

(顕
昭
本
奥
書
、

 

久
曽
神
昇
氏

「
俊
秘
抄
に

つ
い
て
」

国
語
と
国
文
学
昭
14

・
3
、
岡
田
希

雄

 

氏

「
久
曽
神
氏

の

「
俊
秘
抄
に

つ
い
て
」

を
読
む
」
国
語
国
文
昭
14

・
9
)
。

八
月

 
『
詞
華
集
注
』
成

り
、
守
覚
法
親

王
に
進
ら
す

(奥
書
)
。

十
月
七

日
 
『
散
木
集
注
』
成
り
、
守
覚
法
親

王
に
進
ら
す

(奥
書
)
。

十

二
月
 
『
古
今
集
序
注
』
成

り
、
守
覚
法
親
王

に
進
ら
す

(奥
書
)
。

是
歳

『
後
撰
集
注
』
『
金
葉
集
注
』
『
堀
河
百
首
注
』

(
い

ず

れ

も

散
侠
)
成

 

り
、
守
覚
法
親
王
に
進

ら
す

か

(
久
曽
神
氏
説
)。

元
暦

元
年

(
一
一
八
四
)
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

五
五
歳

二
月
七
日
 

『
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
勘
文
』
成
る

(
奥
書
)
。

九
月
 
賀
茂
社
歌
合

(判
者
、
師
光
入
道
)

に
再
判
を
加
え
る

(
『
長
明
無
名

 
抄
』
、
『
大
成
』
四
五
二
)
。

同
月
 
『後

拾
遺
抄
注
』
(
於
長
尾
直
慶
)
及
び

『
詞
華

集
注
』

に
補
訂
を
加
え

 
る

(
奥
書
)
。

文
治
元
年

(
二

八
五
)
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

五
六
歳

十
月
八
日
よ
り
十

一
月
十
七
日
に
か
け
て

『古
今
集
注
』
成
り
、
守
覚
法
親
王

 

に
進
ら
す

(奥
書
)
。

文
治

二
年

(
=

八
六
)
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
七
歳

正
月
廿
四
日
 

『古
今
集
序
注
』

に
声
点
等
を
加
え
、
守
覚
法
親
王
に
重

ね

て

 
奉
る

(
奥
書
)
。

十
月
廿

二
日
 

太
宰
権
帥
経
房
歌
合
に
出
詠
す
る
。

衆
議
判

(
歌

合

証

本
、

 
『
大
成
』
四
六

二
)
。

文
治

三
年

(
一
一
八
七
)
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
五
八
歳

七
月
 
貴
布
禰
社
歌
合
に
出
詠
す

る
(
『
高
良
玉
垂
宮
神
秘
書
紙
背
歌
書
』
、
『
夫

 
木
抄
』
巻
三
十
四
、

一
六

一
五
三
、
『
大
成
』

四
六
四
)
。

九
月
廿

日
 
『
千
載
集
』
奏
覧
。
実
際
は
翌
文
治
四
年
四
月

成
る
。
 
二
二
首

入

 
集
。

建
久

元
年

(
=

九
〇
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

六

旧
歳

七
月
廿

二
日
 

『
拾
遺

抄
注
』
を
重
ね

て
守
覚
法
親
王
に
奉

る

(
奥
書
)
。

建
久

二
年

(
一
一
九

一
)
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
六

二
歳

三
月

三
日
 

若
宮
社

歌
合

に
出
詠
す

る
。
判
者
も

つ
と
め
る
(
歌
合
証
本
、
『
群

 
書
類
従
』
巻

一
八
九
所
収
)
。

三
月

六
日
よ
り
八
月
に
か
け

て

『
古
今
集
注
』

を
重
ね

て
守
覚
法
親
王

に
奉

る

 
(
奥
書
)
。

九
月
五
日
 
『
古
今
集
序
注
』

に
更

に
声
点
等
を
加
え
、
守
覚
法
親
王

に

奉

る

 
(
奥
書
)
。

是
歳
 
『玄

玉
集
』
成

る
か

(松
野
陽

一
氏

「
玄

玉
和
歌
集
考
」
立
正

女
子

短

 
期
大
学
部
研
究
紀
要

14
昭

45

・
12
)
。
現
存
部
分
に

一
五
首
入
集
す
る
。

建
久
四
年

(
一
一
九

三
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
四
歳

二
月
十
三
日
 
釈
阿

(
俊
成
)
室
没
。
顕
昭
弔
問
歌
を

贈

る

(
『
続
古
今
集
』

 
巻
十
六
、

一
四

二
八
)
。

十

一
月
十

四
日

仁
和
寺
大
聖
院

に
お
い
て

『
俊
頼
無
名
抄
』
を

校

合

す

る

 
(
顕
昭
本
奥
書
、
岡

田
希
雄
氏
前
掲
論
文
)
。

是
歳
秋

～
冬

 
六
百
番
歌
合

(
判
者
、
釈
阿
)
披
講
さ
れ
る
。
顕
昭
出
詠
、
難

 
陳
に
加
わ
る
。
翌

五
年
に
か
け

て

『
顕
昭
陳
状
』
成

る
か

(松

野

陽

一
氏

 
『
藤
原
俊
成

の
研
究
』
、
久
曽
神
氏
説
)
。

こ
の
こ
ろ
 
文
治
年
間

か
ら
書
き
継
が
れ
た

『
袖
中
抄
』
欄
筆

か

(
岡
田
希
雄

 
氏

「袖

中
抄

の
著
述
年
代

に
関
す
る
疑

問
」
国
語
国
文
昭
7

・
4
、
5
、
8
、

 
久
曽
神
氏
説
、
竹

下
豊
氏

「
晩
年

の
顕
昭
1

『
六
百
番
歌
合
』
を
中
心
と

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(9
)

 
し

て
i

」
国
語
国
文
昭
51

・
5
)
。
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建
久

五
年

(
一
一
九
四
)
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

六
五
歳

三
月
 
『
勅
撰
和
歌
作
者
目
録
』
を
撰

ぶ

(奥
書
)
。

夏
 
左
大
将
良
経
家
名
所
題
歌
合

に
出
詠
す
る

(『
雲
葉
集
』
巻
十
、
『
続
後
拾

 

遺
集
』
巻
九
、

五
九
四
、
久
保
田
淳
氏

『
藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研
究
』
昭
娼

 
 
 
 
 
 
 
 
(10
)

 

刊
、
四
七
〇
1

四
頁
)
。

建
久
六
年

(
噌
一
九
五
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
六
歳

正
月
廿
日
 

民
部
卿
家
歌
合

に
出

詠
す

る
。
判
者
、

釈
阿
(
歌
合
証
本
、
『
群
書

 

類
従
』
巻

一
八
九
所
収
)
。

建
久
九
年

(
一
一
九
八
)
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

六
九
歳

十

一
月
十

一
日
 
上
覚

よ
り

『
和
歌
色
葉
』
を
示
さ
れ
、
識
語
を
加
え
る

(
奥

 

書
、
岡
田
氏

「
袖
中
抄

の
著
述
年
代

に
関
す
る
疑
問
」
、
久
曽
神
氏
説
)
。

是
歳

よ
り
翌
正
治
元
年

に
か
け

て

『御
室

五
十
首
』
を
詠
進

す
る

(
有
吉
保
氏

 

『新
古
今
和
歌
集

の
研
究
基
盤
と
構
成
』

昭
姶
刊
、

二

一
頁

以
下
)
。

正
治

二
年

(
=

一〇
〇
)
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

七

一
歳

二

(
三
イ
)
月

五
日
 
御
室
撰
歌
合
成
る
。
判
者
釈
阿
。
加
判

は
翌
建
仁
元
年

 

に
及

ぶ
か

(
歌
合
証

本
、
 
『
群
書
類
従
』
巻

一
九
〇
所
収
、
有
吉
保
氏
前
掲

 

書
、
松
野
陽

一
氏
前
掲
書
四
八

二
頁
)
。
顕
昭
八
首
撰
入
さ
れ

る
。

閏

二
月

一
日
 
良
経
邸
十
題
歌
合
に
出
詠
す
る
。

判
者
、

藤
原
季
経

(
『
明
月

 

記
』

二
月
廿
五
日
、
閏

二
月

一
日
条
)
。

八
月
廿

六
日
 

三
百
六
十
番
歌
合
結
番
。
実
際
は
翌
建
仁
元
年
成

る
か
。

二
三

 

首
撰

入
さ
れ
る

(序
、

『
厭
書
鯉
善
本
叢
書
』
所
収
)
。

是
歳
秋
～
冬
 
石
清
水
若
宮
歌
合
に
出

詠
す

る
。
判
者
、
源

通

親

(
歌

合

証

 

本
、
古
典
文
庫

『
中
世
歌
書
集
』
所
収
)
。

建
仁
元
年

(
=

一〇

噌
)
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

七

二
歳

是
歳
 
千
五
百
番
歌
合

に
出
詠
、
恋

二
、
三

の
判
者
も

つ
と
め
る
。
判

完
了

は

 
三
年
春

か

(
有
吉
保
氏

『
千
五
百
番
歌
合

の
校
本
と
そ

の
研
究

』
昭

43
刊
)
。

建
仁

二
年

(
=

一〇

二
) 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

七
三
歳

八
月
十
日
 
『
古
今
集
』
を
弟
子
石
清
水
権
別
当
法
眼
幸
清

に
譲

与

す

る

(
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(11
)

 
本
大
学
図
書
館
蔵

『
古
今

集
』
奥
書
、
西
沢
氏
論
文
所
引
)
。

元
久

二
年

(
=

一〇

五
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

七
六
歳

三
月
廿
六
日
 
『
新
古
今
集
』
寛
宴
。

二
首

(
他
に
切
出
歌

一
首
)

入
集
。

七
月
 
法

師
顕
昭
な
る
も
の
東
大
寺
僧
綱
等
連

署
寄
進
状

に
署
名

す

る

(
『
鎌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(12
)

 
倉
遺
文
』
古
文
書
編
第
三
巻
、

一
五
五
八
号
)
。

建
永

元
年

(
ゴ
ニ
〇
六
)
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
七

七
歳

九
月
廿
八
日
よ
り
十
月

二
日
ま
で
石
清
水
権
別
当
法
印
幸
清

に

『
古
今

集
』

を

 
伝

授
す
る

(
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本
奥
書
)
。

承
元
元
年

(
一
二
〇
七
)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
八
歳

五
月
 
『
日
本
紀
歌
注
』
成

り
、
源
家
長
に
付
し
て
後
鳥
羽
院

に
奉

り

法
橋
位

 
 
 
 
 
 
 

(13
)

 

を
請

い
、
許

さ
れ
る

(『
明
月
記
』

五
月
廿
日
条
)
。
又
、
六
日

に
印
稚

(雅

 

ヵ
)
こ
れ
を
書
写
す
る

(橋
本
進
吉
氏

「
東
京
文
科
大
学
国
語
研

究
室
所
蔵
の

 

仮
名
日
本
紀

に
就

い
て
」
史

学
雑
誌
大

4

・
7
、
著
作
集
第

十

二
冊
所
収
)
。

承
元
三
年

(
一
二
〇
九
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

八
〇
歳

是
歳
 
長
尾
社
歌
合

に
出
詠
す
る

(
『
夫
木
抄
』

巻
二
十

六
、
 

一
二

一
九

二
、

 

西
沢
氏
説
)
。
顕
昭
最
終
事
蹟
。

注
1
 

こ
の
顕
昭
が
若
き

日
の
歌
人
顕
昭

で
あ
る
と

い
う
確
証

は
な

い
が
、
こ
の
こ
ろ

 

顕
昭

は
叡
山
に
居
住

し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た

一
五
歳
位

と

い
う
年
齢

も
僧

 

侶

の
書
写
者

と
し
て
は
若
年
す
ぎ

は
し
な

い
の
で
、
歌
人
顕
昭

で
あ
る
可
能
性
は

 

高

い
と
思
わ
れ
る
。

 

2
 
顕
昭

の
奥
書
に
続
く
宝
治
元
年

(
=

一四
七
)
九
月
十
七
日
の

「六
旬
有
余
翁
」

 

 
(福
田
秀

一
氏

『中
世
和
歌
史

の
研
究
』
昭

47
刊

、

】
三

一
頁

で

は

「或

い
は
知
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家
か
」
と
さ
れ
る
)
の
奥
書

に
よ
れ
ば

、
顕
昭

の
和
歌
文
書
は
弟
子

の
印
雅

、
更

 
に
石
清
水
幸
清
法
印
、
超
清
法
印

(幸
清
子
)
と
伝
え
ら
れ
た
が
そ

の
後
散
扶

し

 
た
と
い
う
。
印
雅
は
伝
未
詳
だ
が
、
書
陵
部
蔵
伏

見
宮
旧
蔵
顕
昭
本

『古
今
和
歌

 
集
』

(昭

36
書
陵
部
複
製

)

の
真
名
序
末
識
語
に
署
名

す

る

他
、
顕

昭
の

『
日
本

紀
歌

注
』
を
書

写
し
て
お

り

(承
元
元
年
条
参
照
)
、
幸
清

は
顕
昭

よ

り

『古
今

集
』
を
伝
え
ら
れ
て
い
る

(建
仁
二
年

、
建
永
元
年
条
参
照
)。

3
 

『大
成
』

で
は
、
証
本
に

「永

万
二
年
」
と
あ
る
こ
と

、
及
び
人
名
呼
称
か
ら
、

改
元
前
、
入
月
廿
七
日
以
前
と
す
る
。
但

し
、 
『太
宰

大
弐
重
家
集
』
は
仁
安
元

 
年

の
項

の
末
尾
に
配
列
す

る
。

4
 

『大
成

』
は

『太
宰
大
弐
重
家
集
』

の
配
列
か
ら
、
夏
-
秋

の
開
催
と
す
る
。

5
 
安
井

、
松
野
両
氏
と
も
嘉
応

二
年

(
一
一
七
〇

)
正
月
十
四
日
よ
り
承
安

二
年

 

(
=

七

二
)
五
月
十

六
日
の
成
立
と
考
証
さ

れ
、
松
野
氏
は
更

に
、
歌

の
内
容

 
か
ら
嘉
応

二
年
七
月
廿

六
日

の
俊
成

の
任
皇
后
宮
大
夫

の
際

の
可
能
性
が
高

い
と

 
さ
れ

る
。

6
 
『太
宰
大
弐
重
家
集
』
の
配
列

か
ら

は
是
歳

夏

の
位
置

に
あ

る
が

、
『大
成
』

は

 
歌
題

か
ら
春
開
催
と
す
る
。

7
 

『太
宰
大
弐
重
家
集
』

の
配
列

か
ら

三
月
-
十
月

の
開
催

と
さ

れ
て
い
る
。

8
 
俊
恵

七
十
賀

は
顕
昭

の
他

に

『月
詣
集
』

に

賀

茂

重

保

(主
催
、
巻

一
、
五

 

一
)
、
成
全
法
師

(巻

一
、
五
三
)
、
『親
盛
集
』

(九
六
)
の
三
首

の
歌
が
知

ら
れ

 
る
。

『月
詣
集
』

に
入
集
し
て

い
る
の
で
是
歳
十

一
月
以
前
の
開
催
と
考
え

ら

れ

 
る

(杉
山
重
行
氏

「賀

茂
重
保
考
」

日
本
大
学

「経
済
集
志
」
51
別
号
 
昭

56

.

 
11
)。

9
 

『袖
中
抄
』

は
大
部
な
た
め
、
成
立
が
長
期
に
亘
る
こ
と
も
考

え

ら

れ
、
年
代

 
を
確
定
す

る
こ
と
が
難

し

い
。
竹
下
氏
御
指
摘

の
よ
う

に
六
百
番
歌
合

の
歌
が
引

用
さ
れ

て
い
る
が
、
主
要
部
分

の
執
筆
は
や
は
り
文
治
年
間
か
。

10
 
久
保

田
氏

に
次

い
で
青
木
賢
豪
氏

『藤
原
良
経

全
歌
集

と

そ

の
研
究
』

(昭

51

刊
、

二
三
入
頁
)
は
更

に

「新
古
今
集
鵬
有

家
」 

「雲
葉
集
冬
部
丹
後
」
を
こ
の

時

の
作
と

し
て
加
え
る
が
、
題
が
や
や
異
な
る
等
多
少
疑
問
が
あ
る
。

11
 

久
曽
神
昇
氏

『古
今
和
歌
集
成
立
論
 
研
究
編
』
(昭
36
刊
、 

一
〇

七
頁
)

所

 
引

の
伝
伏

見
天
皇
震
筆
本
に
も
同

一
の
奥
書
が
あ
る
。

12
 

こ
の
顕
昭
が
歌
人
顕
昭

で
あ
る
か
否
か
甚

だ
疑

わ
し
い
が
、
『花
押

か
が
み
二
』

 
(鎌

倉
時
代

一
、
一
四
玉
頁

)
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
の
文
書

の
花
押

(㎜
e

)
が

、
既

述

の
伏
見
宮
旧
蔵
顕
昭
本

『古
今
集
』
に
印

さ
れ
た
顕
昭

の
も

の
で
は
な

い
か
と

 
言
わ
れ
る
花
押

(
『花
押

か
が
み
』
は
そ
れ
を
歌
人
顕
昭

の
も

の
と

断

じ
、
同
書

 
 

九
五
頁

に
別

に
掲
げ
る
)
に
似
て

い
る
た
め
、
或

い
は
、
い
ず
れ
も
歌
人
顕

昭

の

 
 

花
押

と
考

え
る
こ
と
も
可
能

か
も

し
れ
な

い
。

た
だ
、
そ
の
場
合
、 

『花
押
か
が

 
 

み
』
が

、
㎜
0
と
同

一
人
の
も

の
と

し
て
掲

げ
る
m
⇔
⇔

の
顕
昭
花
押

は
、
そ
れ

 
 

ぞ
れ
建
暦
元
年

(
=

二

「
)
、
建
保

五
年

(
…
二

「
七
)

の
も

の
で
あ
り
、
歌
人

 
 
顕
昭
と
は
考
え
難

い
と
い
う
不
都
合
が
生
ず

る
が
、
⇔

と
⇔
の
花
押

は
e

や

『古

 
 
今
集
』

の
も

の
と
は
少

し
形
が
異

な
る
よ
う

に
も
見
え
る

の
で
、
e

と
『古
今
集
』

 
 

の
花
押
を
歌
人
顕
昭

、
⇔
と
⇔
は
別
人
と
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な

い
。
後

 
 
考
を
侯
ち
た

い
。
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な
お
、
「う
ら
や
ま
し

い
か
な

る
人

の
渡
る
ら
ん
我
を
み
ち
び
け
法

の
橋
も

り
」

 
 

と
い
う
歌

に
よ
り
法
橋
位
を
得
た
と
す
る
説
話
が
あ
る

(
『十
訓
抄
』
第
十

、
『沙

 
 

石
集
』
巻

五
下
)。

追
記

-
 
 応
保
一兀
年

(
一
一
山ハ
一
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一ニ
ニ
一歳

 
 
 

七
月

二
日
よ
り
廿

二
日
に
か
け
て

の
二
条

天
皇
内
裏
百
首
に
出

詠
す
る
(
『今
撰

 
 
 
集
』
恋
、

=
二
〇

、
『太
宰
大
弐
重
家
集
』
)。

 
 

2
 
是
歳
正
月
十
日
藤
原
成
範

の
母
紀
二
位

没
(『
公
卿
補
任
』
藤
原
成
範

、
脩
範

 
 
 

の
項
参
照
)。

八
月
、
顕

昭
、
成
範
を
弔
う

(『治
承

三
十
六
人
歌
合
』
中
納
言

 
 
 
成
範
卿

の
項
、
『続
後
撰
集
』
巻

十
八
、

一
二
四
〇
)
。

.,


